
ドイツ語普の一考察

輩谷鏡

緒言

話さすL'る言葉("i脅かれる言集の前に存在するものであり，従って普撃の組織的な考

察が言語研究の築!従となることは19世紀の後牛.I;J，来認められてきた所であることは今

更ここに繰返す必要はないであろう。ドイツ語の欝術的研究に怠すものは.その専門

分野を何にするにせよドイツ語普についての組織的な知識を持つべきであると私は考

える。しかも背擦の考察はたど専門書を縞くだけでは不十分で必ず生の脅を自らの耳

によって聴き，その調管法を視察し，場合によってはその護督者の耳を満足せしめう

る程度に酷似した替を自ら裂し得る上う努力する必要があるから，自らの燥作を行う

という習慣を養う上に最も直接的な効果を持つ。自らの概察の結果を櫛めること一一

この勝間の公獲が，我がドイツ語感界において割合経んぜられていたのであった、

私は以下にドイツ語脅についての若干の考祭を主sぺる究第であるが，今年はR.
Schinzing巴r氏，三浦アyナ氏.C. Fritsche工墜博士， Frau Woss， C. Husch氏，

等の濁奥人，まだスウィス系米人 E.Zaugg氏の後話を仔細に翻象する機舎が輿え

られ，またり yグヲブォ yνコードの令髄を遇してき〈ことができ.]3ーは東京より京

者Eへ移って関西方言をほ語とする教授撃生諸氏のドイツ語朗舗をきくチャ Yスに惑ま

れたので，雑然とした 1-トを少しく整理し，日本人がドイツ誇昔を如何に捉えて設

普するかについても随所に述べることにした。

I 

リソグヮア才 Yのドイツ語コースの最初の一枚l主B位hnendcutschの権威Th.Siebs

がドイツ語普のサyプルを明瞭な主要普で吹込んで居て，初鰹若手の習得に好越な模範で

あると共に，菅直書の観察者にとって甚だ興味あるものであるが，普の西日列分類，とく

にテキストに記された普獲の表記には問題となる黙があるのは否定できない。

テキストにおいては diedeutsr.hen Laute 0 1. einf:且cheVokale 2. Diphthonge 

3. Verschluszlaute 4. R(!ibelautc 5. Liguiclcn und N乱s"tlc6. Affrikatcnと分れて

いるのであるが，レヨ戸ドでは 2.Diphthonge以下は各昔のグループの前に普積の名

前があげられているのに1.einfachc Vokaleと讃上げられずに dicdeutschen Laute 

l 



と述ぺた後でいきなり口:JIgel viel ihr. .・と einfacheVokaleに入って行くの

は他とのつり今いがまずいようだ。しかしそれは資質的には大したことではない。

Einfa，h，、γokal巴の所では (i:J (e:J [0 :J (u:] [y:)ω:J等の筒音グループ
に封し (IJCε)(:>J [UJ (YJ [a)等の開管グル F プの釣比がはっきりした磁究印

象を我々に輿える。日木諸においては母音の短音と長音はこのように閉音開菅と言い

得る程の磐しい調替の位置の差異は認められず.舌の緊張度にも鑓化は殆どないので

あるから， ドイツ語諸母音の観察iこは綿密な注意が要る。たピしテキストにおいて区

別されて表記されている開菅の [a)と閉音の (a;)は Siebsがその者 D巴utsche

Biihnenaussprach巴の中で述べているように音僚の差は少く ，V:::!-ドにおける膝畳

印象上の差も殆Eない。 (a)と記されていても義者母音の前舌育ほど明るくなく〔σ:)

と記されていても，この記放であらわ雪れる後舌の基本母脅程暗くはなくいわば

neutralな a-音で ]espersen("I Lehrbuch der Phonetik (~ 162)において (AJ

とあらわしているが，はっきり滋脅した日木誇のアがこれに近い。貨は日木語のアで

もアイの遠音では (aJよりになりアオアオの遠雷のア， ことに二番目のそれは多少

〔ι〕よりになることが間々ある。

さてロシグヲブオソのテキスト においては凸の短開普も長閑普を〔ゆ〕及び(~ :) 

で表しているが他の開普と閉昔を区別して記している以上開普の場合は (aJをあ

てるべきである。しかしドイ ツ誇においては開管は短く ，閉菅は長いという一際の原

則があるから簡略表記では (i)(i :)， (eJ (e :J， (a) [a:コ， [oJ (0 :J， (u) (u :J， (yJ 

(Y:J， (，ゆ〕 ω:Jと記すことができるわけである。たど e一昔種には江の綴字であら

わされる関長音が存在するからこれだけは別に記放を使わないと(たとえば色:)等

の)， EhreとAhre等の混同を来すこととなる。 Bloomfieldはドイツ語の母音の音

頭論的解穫を突のようにじている。
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(Language， p. 107) 

これに従うと今のぺた aの長替の存在が無関3れている識が具合思い。しかし
]espers刊によれば(上掲'g.::~ 152)北濁においては長い品も geschlossenの eで

鐙脅す傾向があると言うから.Biihnendeutschの規定は如何にあれ，結局Bloomfield

の解穫が成立つことになるわけである。他の母普に見られる傾向は自然に E菅種に及

んで統一ある綾系を形成しようとするのである。
{註〉

Bloomfieldは弱音のにolJを fefと菅韻論的に解穣しているが，それは正しい。
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それは此の普のあらわれる位置がアクセントのない音節に決っており，旦設重(，講演，

法廷等の薙重な竣替では開普の e(りが主要せられる傾向があるからである。 5iebs

の著 (5.42)では Oberdeuts<:hhlnclで ges<:hlossenに賛昔される傾向があると言

われるが，私はウィーンI封の指蕗者Woss氏夫人がゆっくり裂普した時，bekommen 

の b巴のe売はっきりした ge氏 hlossenのeを設するのを観察した。

勿論 Siebsの吹込んだ〔のはじeっとも (oJeも主主った菅であって，舌の高さは

中 ~'!rf~度の中舌母音で，前舌は (eJ の場合のように持上らない。

しかし英語の (~J 昔話よりは狭く，精密表記では [ëJ であらわされるものである。

だから辞書や文法選のはじめに出ている簡略表記による菅直撃記放を見て英，猫共に

[;)Jであらわされるからと言って同じ普であると速断しではならない。その様な危険

を防ぐには何よりも寅際の苦難に習熟することであるが，一言語内の昔の寅用的に必

要な阪別だけを認めてなるペく簡翠な記統を用いようとナる簡略表記と，色々の言語

を比較し，更に幸幸雄一般について述べる時に用いる精密表記のあること，及びその記

放についての知識はドイツ語教師の是非心得ておくべき所だと思う。

この弱昔のeと稽せられる白〕が日本語のエ(精密表記では仁匂)と可成り異る

ヰ》のであることはリ γグヲアオy ・レコードの 1，2に ErichDrachが吹込んだ冠

詞の dcr[d;lr) ，叉 Vatcr，Mutter， Bruder， Schwcst巴r，Tochter， 5chne泊er等の

erにおける白〕昔， 8面にふきこんだ P.Menzerathの前綴 g邑ー， be-. veトにお

ける(;lJの普を聞けば容易に了解されるであろう。前者は Buhnendcutschに則っ

た綾替において竣せられたものでおるが後者は北濁の教養人の普通の朗賓の調子を出

した中で寝せられているどけに興味深いものがある。何故ならば Bulmendeu.ts:h

においてこそ〔のは語末の n，lの前でも同じような普債を保っているけれども，普

通の談話では省略され勝で， ritter】は [ritn]liebenは[li:bn]，更にbの爾暦の影

響で(li: bmJ， liegen [li : gnJ，更にgの秋口室長の位置が鼻昔 nに及んで[li: g9J 

となり， Hanclelは[Jiancl 1] ， 51tt巴Iは [zatlJ となり， [nJ (及び前の子普によっ

て同化された【mJ，[9J .lニ[IJ)が普節を形成するに至ることはよく知られている腕

であって，それだけに上述の前綴等における仁のが目立ってくるのであるから。

所でこの逆に末尾の〔子昔+n]がが元来の仁子普+;)+nJの省略の如くに感ぜら

れ，丁寧な鼓替では貨際に臼〕が入されることも起る。

彩、は本年五月 Frau¥Vossが Haydnについてゆっくりと東大教養事部生の前で

講義した時， [ha邑d，:mJと繰湿すのを同席の氷上英康氏と共に醗察した。もっとも精

密な表記では aは日〕乃至巳〕の簡を動格し，ほど〔匂であることもあった。

またこの〔のは U11d と言って突の語や文の償くのを待つ時やや込長めに [Unt~・〕

と附加されることがあるが，レコードの!Ji面の Untcrh主ltungで E.Draιhは Ach

といってー寸弐の文会考えているが印:x~'J と[<J]を附加えている。
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リyグ長フオyで一番問題となるのは3呑の gcschlos.5eneseの長管， 4番の offe-

nes. eの長警の間にテキストでは呑械をつけるととなくe-e尽hlo弓';'n色、 eの短昔、とし

て elf，jetzt を例℃あげ，そして 5 呑!こ off，~nes eの短替を入れていることである。

だから Siebsはここで4種のeをあげて諾例をあげているのであるが，主主は gesch・

los.s.enes cの短音ーとしてあげられたものは Vi吾torの De'.ltsches.Aussprachcworter-

buchでは勿論のこと， Siebs.の DeutscheBühnen乱uS5prache においですら Off，~ncs

eで認されるものなのである。 -1豊ドイツ語のeは歴史的に見ても，地理的に見で

もなかなか複章震で，'H.Paulによれば古代においては短音に閉まJたものと，中等程

度のものと，をく聞いたものがあったと言うことであり (Dets品 GrammIti~: B1 

~ ~6) ， SJebsもそのことと現代方言においてまちまちであることを述ぺている。(前

掲嘗~ 2 e-La:J((>) 

しかし 13uhner汎ussprachーでは短音は外来語でなければ悉く開雪に定められて居

るのであって何故この jetztと ("lfのeを閉管としたのか理由が分らない。果して

Si<，bsの吹き込んだ短替は閉菅の [e であろうか。否である。我々は関長普の例が

終ってこの替が卑濁に渡せられる時，念に庚く渡せられるのを認める。そしてとれを

五番の o後nese [りが皐燭に設せられるのと比較するとその輿える際費印象は殆と

婆らぬことに気付く。もとよりレコ ~rにおいては畿管者の口を目で観察し，舌の緊

限度を網れて見ることが出来ないから絶釣同一だとは断言できないが，特別に音務局E

的訓練を縫ないドイツ人は同-ーの替と認定する程度に酷似しているものである。たど

し0]としてあげられた jetztのeはや L狭く，精密表記ではひ〕と :._e)の聞の音であ

るしき〕と表せるものであるが，それでも geschlo5s.enes.eよりは大部ひろし東京

方言等のエlこ近い。(前者は新潟方言のエに近い。)この場合もっとE買いLりにならな

かったのは前舌面と碩口蓋の間で、きわめて狭いせばめを形成する uJが先行してい

るためである。このように綴密に言えば多少の淫いも認められないこと lもないが音頭

論的には〔ε〕と劉立するものではなく，初修者のための芳例として区別するのは不

適蛍である。 geschlosseneseの外来語中におけるまJ-f?ai主レコ F ド8の Menzerath

;o:鼓音した Lichtreklam告の reにおける e，elektirischの巴である。これに鈎・し

て10における Funkeの telepho nischの二つのeは〔匂よりである。

Siebsの吹きこんだ開管の (o)は可成基木母音の〔りに近い炭いものであるが，

賞在の方言(たとえば北ドイツ)の中には開普の eが何れもそれ程度くなく leJで
あることが多く (Je~persen : ~ 152)，リシグ?ブォシにおいてもそれは盛にみとめ

られる。そのような議昔をもっ人も rの前では〔りとなる傾向がある。たとえばレ

コード5の Drachは Personen[pSTZO: n<>n)， Herr (hErJと言っているが， その

後で (ne: m1icJと設脅している。京大講摘三浦アシナ女史の開普巴も Sicbsのよ

うに庚くはなく，精密表記の仁匂であり.geschlossenes eもBuhnedeutsch程せま
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くはなく，無意識の竣替でl叫ヒドイツ人の典型的なタイプで長閑脅と長問者を共にや

kひろい長閑替で援脅し.Ah陀と Ehr巴がtまとんどひとしくなる。

開替の o及びりについてみてもこれと同じことが言えるのであって，方言及び個

ヘによっては Buhnend巴utsch程口を阪くあげず.(:>Jと (oJの聞の (oJ.(a]と

〔仰の問の〔担〕が開かれることが多く，またeの場合と同じく rの前のoがに:>]と

なることヵ:多い。

(yJ lYJ (中J(aJの所講 u.0 Umlautは普通前舌母音 CiJ(1) (句、仁りの図属

化であり，その困層の程度1:1:.(uJ CU) (oJ (:.>Jのそれに等しいと言われる。それは

主主替の要領を示す賞際的な記述としては差支えないと思うが，精衝な概察は必ずしも

そうでないことを告げる。服部四郎防土はその者普段懸の中で (p.127). ..前東京帝

園大感文撃都議漏 OttoKurz氏のドイツ誇の護育において. uと位との固めの著し

く累るのを観察したことがあるのH とiliベ，誇張した場合に uは属が著しく前へ突出

され，ほとんど周形となるのに後者では騒が前へ突出されることなく前歯に押しつけ

られたようになり，ロのせばめは長糊が水平の方向を向く概固形lこ近い孔を形作るこ

とを記し，他の二三の 1:ィツ人にも同機な傾向のあるのを視察した旨記されている

が，私の限察した腕でも三浦アンナ氏はこの傾向をもち明白な裂音においては (uJ

の固めは図形であるのに [yJではせばめが上下に強く， 椅周を形作る。たνしその

場合 [uJ穫ではないがにyJでもやや同居は前につき出される。 (oJと〔伯におい

ても程度は著しくないが問機な傾向が認められる。その他 ¥¥'oss夫人. Robert 

Sdllnzinger氏.C. Fritsche博士らにおいてもその園唐化の程度が異るのを認めた。

さて日本人は geschlossenesビ，ふ II等の習得に閤維を感じi相蛍名のうれた猫

-;C_~堅者でも醤しいのは u をュ，りをイヨ等と愛育したのをきいたことがあるが， 語

準教育の溢歩と共にだんだんそういうのは減りつつある。しかし東日木(東北を除く)

に育った人l主総程注意しないとドイツ語のu管を平履のウ (t'fJでおし通す傾向があ

る。近畿地方においては比較的国い口膚で笈音されるが， ドイツ誇の場合は一層丸

く..a.前へ突出ていることに注意すべきである。守

(註) 音韻論的解稼は//の中に入れる。凶際音標文字は普沼(1 r亡入れてm:別J

ずる。

E 

リγグvプオヅのテキ^トの二重母音の表記1:1:金燈的r問題となる。

まず第ーにあぐべきことは二重母肴の記放の弐に長音の記したる:が附されている

ことである。 r"al..': 1-コ0:'1r-:;y・1そして他の長母音の場今と問機に詩例!とおいては

何ら明白な原;~Uを示すことなく或籍はを畏の:を示し，戎語は本長の・を示している

ことである。この表記に従えば二重母音の第二要素を長く讃むことになるわけである
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ヵ'.このレヨードを吹きとんだ Siebsは如何にこm母音を見， また貿際にE望者して
いるか吟味する必要がある。

そもそも二重母音は"連続したこつの母音で同一昔内にあるもの“と Sie¥'ers， 

Jespersen はじめて多くの音接接者の定義する腕で，普通一方が音節の主管で他方が

高IJ菅であり，後者が短いことが多い。 ドイツ語の ei(ai)，乱11，eu (品u)にあらわれ

るもの主雪の次に高IJ脅が来る最も普通な二重母音である。
〈佐川

Jespersen (-;1: " fallcnde“ode.r "eigentliche" Diphthongeと呼んでいる。 Siebs

はB白hnenausspracheにおいてこ貫母普そのものの詳しい読明は行っていないけれど

も， al， au， CUの各々について第一要素が短く，第二要素が搾だ続くあるべきょうに

規定『し，質際その要領を以てVヨードに吹fろんでいるのであるからこのテキストの長
(位認〉

管記放(;1:.取去るべきである。 VjC(orによれば Niederheinおいてはれを [ei:，si:， 

ae:Jと波音し，ベルリ y人の中には礼U を [:>:1:Jとifl苛するものもあるとのことで

あり，私自身もνコF ドの2のじnterhaltungIこまれ、て"Stchen alle Pcrsonen im 

Zimmer? n巴in，nicht alle." 0 neinが [nae:nJと長めに後脅されるのを聴いた

が，前の場合は標準普ではなく，後の場合l主色4 と表情をつけて-~の裂音の型を破

り易い開設詞に準ずる誇の一時的な裂音に遁き?ないのである。

問題l主(aeJ(:loJ Cコりと言う音の表わし方にもある。一位我が闘のドイツ語界に
はこの三つの二重母音の表記法!主 Siebsの Buhnend巴utsc.hの規定を音標文字に常

獲えた[aeJ臼oJ[:>仰と Vietorの足した印iJ.(auJ [コy]の二湿りが導入されてい

たが.各々 のよって立つ原則乃至(-;tIE確な脅慣についての吟1米が行われず，徒らに初

'"者をI昆飢させていた。 Biihnei1deutschの [aeJ(ao) (コのは低調の援雪を係用し

たもので，高燭各地でl-;t(aiJ (乱uJ(:>yJと議音していると言う設明も見られるがこ
f位 a)

れは検討を要する様である。

たとえば 195O年 Bernにおいて主要行された EugenDiethの Vademekumder 

Phonetikにおいては白の (ao)[コ仰の表記で Hochdeutschの二重母普を一貫し

て伝しているのである。

貧はドイツ誇の綴字乱iで示される二重母音は或方言叉l主個人で主替がa脅径では

じまる場合言IJ菅が [iJの方向へ少し動いてゆくだけで (a1Jの捺受印象を輿えるた

め.賞際のE重苦においては [aiJとなることが多くはなく白日，持しい時には (aり

で終ることもあり，また一方高u菅 iを本蛍に i脅極で終らせる時l主主音が(aJひJ{(i. 
(笹り

でもひiJの印象を輿え，結局a菅積から i脅僚への運動を三重母脅 a，jと見なされ

ているのである。普通l主主替のaが庚く渡菅されるため副雪がiの依置に到達しない

ことは JcsP悶 nもSieversの例制lいて述べている所であJぞ)Siebsが主脅を
短い(明るい) aとした時，同l雪を geschiosseneseとしたのはこの舌の調脅黙の

傾向を認めたことによるのである。しかしこの副雪 e は長管の ges~hlossenes eと異

6 



り，甚だ短い上lこ弱いものであるから精筏な表記では〔のと表わされる。 geschlo~，:，
sen('s r は臼木誇のエ〔匂よりはせまく (iJ によった替であるから (a~J と言う表

記をアエと讃むのはもと工り主しくない。因みに英語のIにみられる三重母脅も簡略

表記では (ai}と表しているが舌の位置はeの程度をこナことはまずなく精密表記で

は (a~J である。 Viëtor が ai を白iJ と表した時， (aeJと磁別しようとする意闘

を持ったものではあるが，彼も剛脅 iが非成節的な iであることを意識し Elemぞnte

der Phonetilぐにおいては ~Ì と表して照り，般密な脅債としても 1 は再 l にきわめ

て近い脅なのである。これを考慮した上!こ我々は多くのドイツ人の護脅を観察して見

ると (aiJと言う表記はa雪よ極り i脅額への運動を示す二重母脅の節目各表記である

と解穣できる。

同様なことは auIと本見られる。質際の設者においては印oJ(九1IJ(lJo} (vuJ 

(auJ (:>oJ等主守も副警もさまざまであるが，明るいal1lPち伊コに傾く高IJ替は後舌

市が (oJ程度のもち上りに3Iffl?r"ぬことが多く ，ー私(士三浦ァ γナ氏(北ドイツ人)， 

Woss夫人(オーストリヤ人)， C. F，itsι11('博士(ウエストサァリヤ出身)， G. Hüsd~ 
(ハーノグアー出身)， R. Sc.hτnzinger氏(フライプルク出身)等の諸氏にそれを認め

たーー従って Siebsはとの事実にもとずいて高IJ脅を geschlossenes0 としす:と考え

られる。しかもそれは彼自らのべているように甚だ続く弱いものであって精笥表記で

は[的で表すべきものであるから Vietorの示す uと直別しでも甑めて近い替であ

る。主党hはやはり之を考慮しつつ多くのドイツ人の殻音を観察した結果を積りみ，

(aのなる表記l士a普積にはじまり u普鱈への動きを示::t三重母替の簡略表記と見な

し得るのである。英語の owlに見られる軍母替も普通は (auJと記さわるが高IJ震の
t笹川

舌の位置は (oJのことカ多い。 euの綴字が示す二重母者はその主脅も高IJ管もなかな
〈貯7)

か!こ積類が多く， Jespersen の示ナ所!:従え l :r (òY，ーも ~Y，ぽ~， oi，流〕等が見られ

るが聞いたoから (YJの方向へ動〈二重母替であり，s霊密な観察では問者0に績く
と舌と丸めが (yJの位置に到らず〔の程度の場合が多く Siebsの示す根擦が察せ

られる。

Siebs 1主νヨードで勿論自分の示した原理に則り (al!， ao，ゆ〕と吹こんでいるが

それは乱→i，且→u，コ→yの方向を示すこ重母音として音頭論的には /ai/au/oy!と

解穫し，賞用的!こは〔礼i，~lJ，コ汀と表記できるものである。そこでテキストにおい

て aUが(:>OJと表記され'ているのは不令理である。震在の方言にはこのようなもの

あり，脅襲撃的訓練を経ない耳には旦U に近くひどくものであるがそれは Sicbs自

ら排ずる所の替であり，このレヨードでl主明白に〔時〕の (a}と同積であって， (打

者ではないことは弐の聞に含まれる〔コ〕替と比ぺて聴くものは直ちに認め得ると

思う。第三の cuを〔コ'YJと表記したこと。厳密には〔コ仰と記すべきこの雪が開警

のYを罰IJ脅とする(:JYコときわめて近し ことに四chの如き藷で1'1(JYJで表、し

7 



うるのを Siebs自身の主主普からもき Lとれるが， 副書が必ずしも Schon等に見ら

れるぴ〕と同一でないことを排るならば，やはり Blihnendclltschに統一して〔功〕

E表すのが安営で，さもなければ何れも簡時表記の (ai，au， ::>yJとすべきことは明
白である。

(洪1)O. Jespersen: L巴hrbuchder Phonきtlk，* 212 (1) 
(誌2)W. Vietor:・Elementeder Phonetik，号制.Anm. 4. 5. 

(混3)市河博士遼照祝賀論文集会科ー桝内の十日五守系氏ド、イツJ-E-防考 ii2買。

(註4)Jesp巴rsen自iFi局書同項

(ri5) 向上，またオランダ詰・の ij は叙i~!認では〔εIJ と雪量管されるが日本人のヰ

にはアイに~<聞える。同じ< ou 11 (:mJであるがドイツ認のご.重母苦に

乱u;1mずる印象を奥える。

(註6)英;否感僻典 Diphthongの項.

(吉井，7). Jespersen ~í!偽香問項.

(註8)Siebs:前掲書.

E 

子者のグループはリングヮフォンにおいて問題となる所は少いが，管E撃の閥察には
興味ある慰がある.

， Verschluszlaute: p，9， t: .d. k， gで表わされている閉鎖菅lまドイツの各地方で色
々に裂音されているが Buhnendeutschでは北燭方言に則り， [pJ [tJ [kJは無維の

事存気脅， (bJ (dJ [g)は有基準(無策)脅の系列に定めて庶り， 弱い手段気の無様普を 噂

〈陸り
もつ日木認を母語とする人には習得が比較的手字易であゐ。なお Siebsは長母音の誇

末の bd g (主 Pt k と同一でなく，後者は母菅との問に paus巴があって念に強

く始まるのに，前者では母音との聞に明かな pauseがなく弱く始まると規定して

bdgとあらわして照i'J ， それは r，1， n の次でも同じであるとしている。 Um・

gangspr:1ch巴としてもfの雨者を灯噂な幸運音では阪別して毅官するドイツ人もあり

ーーたとえば三浦アゾナ氏一「背離穆的に概察することゆ償値あることであるが，爾

者の差は者観論的な針立をなさず，ともに /p/t/k/として jb/d/g!と樹立するも

ので， jt用的には共に [pJ(0 (k)で表わされる(註2). Siebs もレコードでは

Berg， Balgを (k)の語例にあげている。純音書聖R匹見地から言うと普通 b，d，εで
表オフされる子育が Sieb~ の剛した弱い無断である方言がある。 [li2a，hldaつ=。
liegen， halden (南濁方言)(;J ~y:tf;) bu:r):=ein deutscher Bauer (スウイス Bcrn。?の
方言)スウイス方一言においては (p，t，k)は (b，d，むと聖母立している。

。。
Verschl uszla utのうち特に (k)(g)は後復する母音や子宮によって翻意織が異り
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(ki， giJでは破口蓋の最後官官であるのに (ku，ロ11Jでl士秋口蓋(それも時J士官T成後

部)であるが，車燭に (kJで終る時lとは (IJ(i :Jの後で著しく口蓋化される傾向

がある。私[主 Frau¥Vi)'"の Sieg，sticgにおける竣音でそれを観察した。

Reibelaute:暦趨摩録音〔ηは日木誌のフの頭脅に見られる爾唐摩僚脅〔のと近

い聴畳印象をあたえるが前者の安定した調雪印It銃い音色を持つ。日木の樫生Ii.英語

勺:で鍛えられないと〔のを.TJ，てあてる傾向があり， ドイツ人教師からもっと強く裂

守せよと注意される。 (vJは同じ調普段置の有隷脅であるが実仰の (vJに比べると

隙燃が少く， S，hwesterの如く(J均等の無稼脅にかこまれると無理在化しひっから。
更に CfJとなり易い。南ドイツブ32でが雨廃り有稼際協普の〔何で-~手陣僚が弱い

から ¥Vienund Weinと歌うと臼木人の耳にはウイ -Y，ワイ y と聞える。

(sJ (zJのダIjにおいてはほ替の前のが南瀦で1:1:無擦化ずる傾向のあるのは周知の事

貨であるが，日本人が (zJを援しようとする時には徐程の注意がL、る。 というのは

日木語の多くの一万三::1，;¥、てザ行のザゼゾズが語頭に立つ場合はひ〕ではなく (tsJ

の有権ら破際音 (dわであるからである。多くの関東の宅生，教師は sehen，sah 

を [dze:en，dZl7:Jと積む。近畿方言においては閉鎖的要素が短めて弱く，人によっ

ては純粋の (zJ脅を援するからドイツ諮を護む時にドイツ諸官に近い (zコを援する。

ドイツ語の綴字 schで表される眼路'1:'1cnば前苫商が歯笠に肉つでもち上ると共
に調官黙の前に隔がや L成く長さのや L短い足柄を形成しここに呼気力:吹き込まれて

くるのであるがそれが口謄の丸めによって一月平沼められて銃い脅を出し，日木誌のシ

の子普とは大部異る音色を持つ。日木語のシも調守黙の前に空洞ができるが前舌商李

健司可1m口去をにもち上ってrr.-り，暦l主卒い。 ドイツ語脅の銃さはリシグヮフォンでも十
分ききとれるが，暦の丸めIt寅際の~~~:を外から概察すれば直ちに認めることができ

る。なおシの子育は東京方言も京都方言も略ひとしし ドイツ智之の針比を皐生にす

る場合も同じ注意でよい。

(3)は元来の rィツ誇脅でなくフラ yス認併用語に貌れるが，臼木語のジャ，ジュ，
ジョは東京方言などにおいては語頭でシャ行子育の有獲でなく，チャ行の有遺書ー音を獲

ずる故に関車にとれをあてはめぬようにii-::誌が要る。

前舌商と碩口蓋の聞の狭めを遇して護せられる無遺書摩按音の ich・Laut (cJは日本

語のヒに見られる〔白土りは調音感がや L前である。

関東地方の多くの壊生は苧の子育としてドイツ諾に泣い摩擦普を持ち，ヒト，ヒカ

ルの如く与えの音節が無磯子替で始まると母音を脱諒して (ctoJ，(ckan¥Jのように幸運

菅ナるからドイツ語の〔号〕の習得は繍:二繁であって (hacstJのような蓮管もよく笈

脅するが己の子音にhをもっ人ー「近畿方言に多L、ーーーはなかなかに悶難を感ずる。

日〕の有遺書雪口〕は賞容の方言ーをは官J成弱く裂音されるととも多いがBuhnendeu・

tschにおいては摩績が強い。 J主 [ja:Jの[j]も実務 yesのり〕えり普通せまい調音動

p 



。
をとるが，偶接的に無撃化して (ja:)若くは〔い:)となることがある。 9:/グ>'.ブ

オシレコードの 18Unterhaltungにはその典型J的な例が見られる。

所謂 ach-Laut[x)は後舌面と軟口輩との問の狭めによる際機管であるが，先行す

る母音に上って調替の位置が異 1)，[U]じl)[:l][oj等の圃震後舌母守の後では第二調

管としての層雪化が見られ精密表記ではじx]の下に小さく ω をつけてあらわされる

ものである。 Buhnendcutschでは a，0， U の後の仁hが [x)であるが，方言によっ

ては他の母音の後でもあらわれることがあり，私1'3:ウエストフアリア出身の C.Fri・

ts，.:he博士が mり.glichを [mゆ:xlic)と護脅するのを視察したことがある。スウィス

方言においては〔のを持たず，凡て [x)であるというが，ウィーンの出身の Frau

Wり55は標準ドイツ認を意識しないで誇るとき durchの chを [x)で翠背すること

がある。これは r を Zäpchcn で~昔するため [x] の構えが容易になって起るので
〈鮭3)

ある。

[hJ!主 Siebsの著では簡翠にとり級われているが彼が吹きこんだレ::1_ドでは

Uhu，Ohein、のhが先行する誇のhと著しく累っているのに気が付く。 これはこつ

の母雪間においてhが有繋になるためで精密表記では〔町で表わすべきものである。

白木誇においても母管に先立たれたハヘホの子替が屡々そうなる。剣と御飯、を比較す

るとわかる。 Siebsの吹きこんだ ahaが普通のhなのは後のaにアクセyトがおか

れたためである。これに封し， hが国普でなく有遊撃子育に先立たれでもやはり有援イむ

ずることがあり， BahnhofがE延々 そヨなる。 そして日本語においても御飯のhが

〔町となり，更に早口では脱落してプアシとなるように B乱hnhofの hofの hも有

態化から脱落するに至る三とがあり， りシグ?フォ yの11課の UnterhaI(ungにはそ

れが現れている。

Liquiden und Nasalen : Liquiden (流管)とは古典文法の術認を除製したもので

r， 1を指すが，管離島喜的には不正艇な亥-現で前者l主阪邸j音 Igerollt，Zitt '~rlaut)，後

管は侭11菌i(lateral， Seitenl乱ut)の分類に入る。しかしこの r，1，及び NasaJenを一

つのグループにしたのはその Sonorit:itが大きいこと，1ffJ;々 成節的となることの共通

黙を捉えたものと思われる。

ドイツ高めは標準語では先舌の鎖動雪〔りであるが，多くの人によって懸懸垂顕動

管 (R)を以て設せられることは周知の事貨であり， テキストが(r， RJ ~並記した

趣旨は分る。しかし Siebsは専ら自己の規定通り舌先のrで吹込んでいる。 レヨ F

ドでは初めのうちは記述も曾訴も舌先のrでゆっくり設脅しているが3而から語尾の

-erが (3)と議官されることがあり， 4前からは多くなり， nur， ¥允r、，or'~~:・も自然

に [nu~J. [fi:lJ. [f:.lJJ と設省=されることが多くなり，冠詞 der も (dè~】から更に

[d~， dのと讃まれることも靖えてくる。また営然のこと乍ら懸懇撃の[ヌ〕も時にき

こえ(たとえば11面の geworden，wartenの r)，弐の無路子音に同化されて [R)が

lQ 



無離の〔子〕となり， Sportの如きは[Jp:>Rt)と襲警され殆!::[Jp刈[て近〈きと。
えることがある(14而参照)。 東京の下町方言には舌先の顕動管があり， 日木の襲生

もrr Jは小数位差遣し得る。普通日本誌のラ行子音は時々誤って記述されているが
語践においては2賠苦のdに近い歯輩閉鎖脅であるか， 人によってはー慢のl音であ

h 母雪間では5積雪の[fJであるから [rlで表すのは奈く音頭論的顧慮にもとず

いた簡略表記でドイヅ語のr替とゆ異る。ドイツ認の lは英語の語末叉は子音の前の

lのように dark1となることなく dear1であり，叉調音黙も突語より前で [t)

(d Jの閉鎖に準ずる。話linのラ行管に 1をもっ人l主無意識にドイツ需の lに近い議

官をする。

鼻音について問題は少い。 [mJ[nJ [!JJとも日木諸に同額普がある。 しかしドイ

ツ認の託末の n!土後演する語がないと多くの日木人墜生によって単調に~音されたν

邸ち舌根と懸毒素の間マ閉鎖がおきる鼻音[0iJで代置される傾向がある。また日本

語のユの子育は cknt旦!なnと言うよりは口主主鼻音の CpJであるがドイツ語の〔古1，

ni :Jに之をあでやすい。ドイツ諮では請が連結せさる限り重子育又は長音は起らな

いが，間投詞に類ずる認では偶渡的にfillばされることもあり， 1I:/グ?フォ νでほ

5商の Untelh且ltungの "na，das ist nicht ~，o ohne weiteres zu sagen.“の

n且:[n:旦〕と， 24ffiiの "nein，chs ist sclmell genncht.“の neinも[n:aenJと

長く護雪三れている。また Hmを似て表わされる間投詞には無整化と長替市:同時に

あらわれる。レコード10国iのどnterhaltungの Hmは [mm:mJと笈脅されてい
~ 

Q。
。。

A仔rikaten:A伍ikatとは閉鎖菅の次に調音の泣い摩際音が絞き，それが強めの弱

まりがなくー音節中にあるものと言うのが音盤準の術語であるから，レコードにドイ

ツ語の典型的な CpfJ(stJ [tIJを翠げたのは嘗然であるが，最後に [ks)a:-あげた

のは不蛍である。 [kJは軟口主主閉鎖菅であるからl河盛の摩擦音としては [xJがA仔n-

kλtの係件に趨うものであり，現にスウ fス方言においては/kann [kxanJ， Strecke 

[ ftrekxdJの如くこの A仔'nkatが存在している。 Siebsは A仔'rikatをその Biih-

nenausspraぐheの中で特に問題として居らず，その指示を輿えていない。ゅのをν

ヨ F ドで Affrikatenの中に加えたのは閉鎖昔に限際音が緩いている黙を顧慮したた

めと，それが色々の綴字で表わされる所から普例としてあげておいた方が初撃者の習

熱に都合ょいと言う賞用的剣勝によるものであろう。

(註1)佐久間!日博士は日本音聾』裂の中で閥誌の無塵閉鎖菅は特集せぬ旨記している

が (p147)， YH:t多少得気する。服部博士・音]産皐 (p138)今照。
(設2)私の日本誌の無事害閉鎖晋[t)もイト(糸)イタ(板)の如〈アクセントある

母音に先行されると容気せず，叉純粋の無療ではな<[むとなる。
q 
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(註3) P'イツ語のchが〔り (xJに分れることは先行する母音が決定ずる乙とであ

り，この主うに〔自 (xJの交代がおきて意義の混同を来すことがないために，

脅韻論の翠位たる音素旦しては/xjに統一ずることができるoKuchen(ku:目的，

:Kuhchen (ku:c;:>n]; pfauchen (pfaljx;Jn]， Pfachen印fauc;mJにおいては

同じ環境で (c](x]の繭音が現れて怠義の直別に役立づているけれども Kuh-

chen， pfauchenは形態的に I{t，h・ch巴n，pfau-chenでちり音韻の記述でも

jku:xenjku:-xenjと書わければ主いことになる。 日本の子供が主くやるノサ

言葉の主うに Silbeneinschubはドイツにもちり Jo丘chimRingelnatsは Bi・

Spracheと言う詩で"Habist aubich dubi mibich?川と書いているがこう

いうものでは ach-Laut，ich-Lautの直別がなくなりしかも轄者はその意義を

了解するのである。

無事聖子音聞において母・音の無率化叉は股落ずる傾向のない関西方言を誇る畢

生は gem'lchtの如き認における遮音 (xt]は母音ーを入れてにxat]，~は口mtJ

と1讃むことが多い。 ζれに濁して関米地方の皐生には Chmaの (ci:Jと hiel'

の (hi:Jとが直別できず，共Y亡 (ci:Jと讃むものが甚だ多い。

N 

りシグ7 フォ νレヨ F ドは個々の語の議官や， Spoken languageの表現法と共

に，質際に讃まれる朗讃文の文調と共に，自然の曾話の文調を習得するのに好逓なも

のであることは論を挨たないが，それらを視察すると=普通 Schulgrammatikでをく

機械的に設かれている型にはまらたい場合が!it-'<現れることに気付くのである。 Lか

しそれらはたどやたらに型を破っているのでなく，話し言葉の自然な型に入った文調

であることが認められる。すでに規定の紙数を超えたためここにそれを詳細に論ずる

ことができないのは残念であるが，最も代表的な二つの型について述べて見ることに

する。

a)疑問文において疑問代名詞または疑問副詞を以て初められるものは質問の内容

が文を睦に閥係するというよりはむしろ疑問の代名詞や副詞を以て表わされている文

の一部に関係するだけであるから，一間の絞注文と考えることができ，従って文調も

文末を揚げないのが普通であるとは多くの審物に読かれているが， りyグ?ブオ γの

1.面の Unt匂eぽ叫r叶出halt旬un口mgから終りに歪るまで文末のあがる文例は枚翠iにこ司Lい、とまがない

程である弘。¥Vastut 巴釘r?~一{へ---、、、‘、.

(ο1菌)ゆつくりと諾られる時!に三は号杢~*健豊をヨ支主配配aナる疑問の気分カが:文う米1校ミで怠識されてきて

普運の疑問調lにこ喫るものと思われる。これと同じ原理で，皐く話される場合で、も期待

が強い質問となると文末が上って相手の注意をうながすにとになる。 ¥¥'annkal1n 

ich es bekommen? ~ー__.;rWenn Sie erwunschen， noch heute abend， 

12 



sonst morgen合uh.(24面)また疑問調を以て初まる文に，その内容を規定する疑問

文が償くとき，疑問をた Lみかける調子がでて尻上りとなる。 Aberwie kommen 

wir d礼h:n?Mlt der Eisenbahn? '(17面)。乙とは dahlUの hinが上る。

b)殺注文は普通それ自随意味が完結するものであるから文末の調子は下降的とな

る。そこで朗讃の場合も PunktのJYfは撃をさげて讃むのが普通である.しかしり y

グ汐ブ才 Yにおいてはテキストで Punktとなっている所でも，自撃を下げず失の Satz

に綬けてゆく場合がある。たとえば FrauHerrnstadt-Oettingenが24面で"Die 

Schneiderin und die Putzmacherin"を吹込んでいるが， その終りの方にヨえのよ

うなー漣の文章がある。い E ・ichfurchtete schon， d:礼sFraul巴m，das sie官artete，

mochte ungdnlten werden. Jetzt war sie aber an der Rcihe. Sie paszte ihren 

Rock an; der 5乱szihr ~ber bei weitem nicht so gut wie、orherauf dl巴rPro-
bierpuppe. Die Zuschneiderin streckte ihn mit ein paar Nadeln zurecht und 

brachte ihn zur Arbeiterin ins Nahzimmer. Die Sportjacke fur di巴jungeDame 

war ab〆'Ttadellos ausgefaJlen. Das Muster ~uf dem Modebild war nicht besser. 

このうち Punktの前で下降しているのは最後を除くと R巴ihcの所だけであとは下

らず次の Satzにつどいている。

これらの文章l主文法的には一つ一つは完結しているがそれは全慢の一貫した行動の

一こまで，心理的にはそれだけでは完李に終ったものでなく，且査設が非常に早いテy

ポでよまれているので，一つづム下降する官余裕なく終りに至ったものである。その逝

に一つの意味がまとまっていオUま文章の中にあって一段落の下降を見ることがある.

D'l ist das Meer nicht 50 5tiirmisch ~ und der Uuterschied z:wischen 

Ebbe und Flut kaum merkbar. (18面 Unterhaltung)
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